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雨雲の動き（ナウキャスト）

気象庁で公開している気象・防災情報

台風情報

地図の見方

２種類の浸水想定について

気象庁HPでは防災情報として、以下の情報が確認できます。

　平成２７年の水防法改正により、洪水浸水想定区域の指定の前提となる降雨が、100～150 年に１度降る大雨を
想定した計画規模（L1）から、約 1,000 年に１度降る大雨を想定した想定最大規模（L2）に変更となりました。
　総社市防災ハザードマップでは、発生頻度の高い計画規模（L1）による洪水浸水想定区域を示したマップに指定
避難所などの位置や土砂災害の恐れがある区域の情報を記載した地域別の詳細図と、水防法に基づく想定最大規
模（L2）による浸水想定区域の情報を記載した広域図をそれぞれ掲載しております。近年の集中豪雨等の異常気象
に伴い、想定最大規模（L2）の浸水想定区域についても十分ご確認ください。

デジタル版ハザードマップ
●マップをデータで見たい
●マップを拡大して見たい
●ユニバーサルカラーデザイン対応の浸水想定を見たい
ときは総社市 HPや総社市統合型GIS で確認できます。

５分ごとに１時間先
まで予想される雨
の降る場所や強さ
を表示します。

キキクル（危険度分布）
地図上に浸水や洪水などの危険度
の高まりを色分けして表示します。

洪水キキクル
（洪水警報の危険度分布）

土砂キキクル
（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）

現在の台風の状況や予想
される進路や規模などを
表示します。

おかやま防災ポータル国土交通省　川の防災情報

総社市 SNS

岡山県が設置した河川の水位や雨量情報、
県内の避難開設情報などが確認できます。

主要河川の水位や雨量などが確認できます。

総社市が運用する SNS アカウント
の情報を確認することで、市が発信
する最新の情報を確認することがで
きます。

気象･防災情報を集める ハザードマップの見方

総社市
公式LINE

総社市
公式X

総社市
公式Facebook

《土砂災害警戒区域》
1 指定避難所

1 指定緊急避難場所

A1 福祉避難所

B1 防災協定避難所防災協定緊急避難場所

救急告示医療機関

C1洪水避難ビル

《ため池》

《施設等》 《ハザードマップ（L1）の浸水の深さ／状況》

防災重点ため池

急傾斜　特別警戒区域
急傾斜　警戒区域

土石流　特別警戒区域

※土砂災害警戒区域のうち

をレッドーゾーン
と呼ぶこともあります

土石流　警戒区域

地滑り

をイエローゾーン
警察関連施設

消防関連施設

浸水想定区域
（計画規模Ｌ１（レベルいち））

高
　
　危
険
度
　
　低

災害切迫［警戒レベル５相当］

危険［警戒レベル4相当］

警戒［警戒レベル3相当］

注意［警戒レベル2相当］

出典：気象庁ホームページ

出典：国土交通省　川の防災情報ホームページ 出典：おかやま防災ポータル

●原則として立ち退き
　避難。
●浸水時に想定される
　浸水深を踏まえ、
　自らの判断により
　屋内安全確保。

3m

5m以上

2～5m未満

1～2m未満

0.5～1m未満
0.5m 未満

●浸水前の立ち退き
　避難が基本です。
●氾濫がすでに始まって
　いる場合は、近隣の
　高台など安全な場所へ。
●外出すら危険な場合は、
　屋内安全確保。

総社市
HP

総社市
統合型GIS
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